
函館工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 機械工学実験Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0213 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 生産システム工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 各実験室で用意する実験マニュアルおよびテキスト
担当教員 川上 健作,中村 尚彦,本村 真治,鈴木 学
到達目標
1. 実験に使用する機材や装置を操作して安全に実験を実施できる。
2. 各実験の目標と意義を理解し，説明できる。
3. 実験テーマに関する原理や理論を理解してテキストに従って実験を実施できる。
4. 実験の結果について考察ことができ，実験内容やデータ，考察をレポートにまとめることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
実験に使用する機材や装置を適切
に操作し，既定の時間内に安全に
実験を完了できる。

実験に使用する機材や装置を，指
導のもとで操作して安全に実験を
実施できる。

実験に使用する機材や装置を操作
できず，安全に実験を実施できな
い。

評価項目2
機械工学に関連した各実験の目標
と意義を理解し，これまで学習し
た知識と関連させることができる
．

機械工学に関連した各実験の目標
と意義を理解できる．

機械工学に関連した各実験の目標
と意義を理解できない．

評価項目3
実験テーマに関する専門分野の原
理や理論を理解して自ら実験を実
施できる．

実験テーマに関する原理や理論を
理解してテキストに従って実験を
実施できる。

実験テーマに関する原理や理論を
理解できない。

評価項目4

実験の結果についてこれまでの工
学知識を用いて考察ことができ
，実験内容やデータ，考察を適切
な文章や図，表を用いてレポート
にまとめることができる。

実験の結果について考察ことがで
き，実験内容やデータ，考察をレ
ポートにまとめることができる。

実験の内容をレポートにまとめる
ことができない。

学科の到達目標項目との関係
函館高専教育目標 A 函館高専教育目標 B 函館高専教育目標 E 函館高専教育目標 F
教育方法等

概要

機械工学に関連した基本実験（材料力学実験，流体力学実験，ロボット制御実験）を行い，得られた実験結果を基に報
告書を作成することにより，実験方法，実験結果等を理解するとともに，これまで学習した理論に基づく実験報告書の
まとめ方を習得する．実際に実験を行う際に実験方法の検討ができ，結果を報告書にまとめ，他者と討論できることを
到達レベルとする．
※実務との関係
　この科目は，半導体製造装置の開発設計を担当していた教員が，その経験を活かし，企業における実践的な実験手法
およ報告書作成法等について実習形式で授業を行うものである。
　なお授業内容は公知の情報のみに限定されている。

授業の進め方・方法
本実験では，複数のグループに分かれて，それぞれ材料力学実験，流体力学実験，ロボット制御実験を1グループずつ順
番に行う．実験に際しては，それぞれの実験に関連する材料力学，流体力学，機構学，機械工作法，力学，計測，プロ
グラミングの内容を予習または復習しておくべきである．

注意点

実際の実験に関しては以下の点に留意してください．
◎それぞれの実験の目的，実験報告書の形式，提出方法，評価基準，実験に適切な服装などを十分理解して行うこと．
◎これまで学んだ講義内容と実験内容の有機的な関連に留意して実験を行うこと．
◎欠席，欠課，遅刻は絶対にしないこと．諸般の理由で欠席し実験の不足がある場合は追実験を行うので各担当教員に
申し出ること．
◎実験報告書の提出期限を厳守すること．
◎安全に十分注意し，担当教員の指示に従い実験すること．

学習・教育目標評価：レポート100％（A：20％，B：40％，E：20％，F：20％）
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
ガイダンス
※班ごとに4テーマをローテーションする。以下に実験
テーマを示す。

・実験の目標と，心構え，進め方を理解する．

2週 材料力学実験
1）熱処理作業，硬さ試験（4h，コア）

担当：川上
・熱処理作業および金属の硬さ特性を理解する．

3週 2）引張試験（4h，コア） ・引張試験による材料の機械的性質とその計測方法を
理解する．

4週 3）衝撃試験（4h，コア） ・プラスチック材料の靭性とアイゾット衝撃試験での
試験方法を理解する．

5週 流体力学実験
1）直角三角セキの流量係数測定（4h,コア）

担当：本村
・直角三角セキによる流量係数測定の原理と流れの損
失を理解する

6週 2）渦巻ポンプの性能測定（4h,コア） ・流体機械の性能測定法および流れのエネルギー損失
を理解する．

7週 3）円柱の係数抗力測定と流れの可視化（PIV計測
）（4h，コア）

・円柱抗力の測定法および物体に作用する流体力を理
解する。

8週 追実験，実験報告書の指導（4h，コア） ・実験の内容をレポートにまとめることができる．ま
た，不足がある場合は追実験を行う．



2ndQ

9週 ロボット制御実験
1）基本説明，順運動学と逆運動学計算（4h，コア）

担当：中村，鈴木
・ロボットアームの基本操作を理解する．
・3リンクマニュピレータのロボットアームの順運動学
と逆運動学を理解する．

10週 2）Pythonを用いた逆運動学計算（4h，コア）
・Pythonの基本的な読み書きを理解する．
・Pythonを用いた逆運動学計算プログラムを記述でき
る．

11週 3）Pythonを用いたロボットアーム制御（4h,コア）
・Pythonを用いたロボットアームの制御方法について
理解する．
・ピックアンドプレイスを行うプログラムを記述でき
る．

12週 4）画像認識を用いたロボットアーム制御（4h,コア）
・画像認識の方法について基本的な原理を理解する．
・画像認識を用いたピックアンドプレイスを行うシス
テムを構築する．

13週 5）シーケンス制御（4h,コア）
・シーケンス制御を用いた対象の制御方法を理解する
．
・シーケンス制御を用いて目的となる動作を行うシス
テムを構築する．

14週 6）疑似FAシステムの設計 ・1)～5)の内容を応用し，疑似FAシステムの設計し稼
働させることができる．

15週 追実験，実験報告書の指導（4h，コア） ・実験の内容をレポートにまとめることができる．ま
た，不足がある場合は追実験を行う．

16週 学年末試験無し
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15



実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

専門的能力

分野別の専
門工学 機械系分野

材料

機械材料に求められる性質を説明できる。 3
前2,前3,前
4,前5,前
9,前10,前
12

引張試験の方法を理解し、応力-ひずみ線図を説明できる。 3 前3
硬さの表し方および硬さ試験の原理を説明できる。 3 前2
疲労の意味を理解し、疲労試験とS-N曲線を説明できる。 2 前2,前3
機械的性質と温度の関係およびクリープ現象を説明できる。 2 前2,前3
焼きなましの目的と操作を説明できる。 3 前2
焼きならしの目的と操作を説明できる。 3 前2
焼入れの目的と操作を説明できる。 3 前2
焼戻しの目的と操作を説明できる。 3 前2

計測制御

計測の定義と種類を説明できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
9,前10,前
12,前13,前
14

測定誤差の原因と種類、精度と不確かさを説明できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
9,前10,前
12,前13,前
14

国際単位系の構成を理解し、SI単位およびSI接頭語を説明できる
。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
9,前10,前
12,前13,前
14

代表的な物理量の計測方法と計測機器を説明できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
9,前10,前
11,前12

自動制御の定義と種類を説明できる。 3 前11,前12
フィードバック制御の概念と構成要素を説明できる。 3 前11,前12

分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15

災害防止と安全確保のためにすべきことを理解し、実践できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15



レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15

ノギスの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を理解し、
計測できる。 4 前2,前3,前

4,前5,前9
マイクロメータの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を
理解し、計測できる。 4 前2,前3,前

4,前5,前9
ダイヤルゲージ、ハイトゲージ、デプスゲージなどの使い方を理
解し、計測できる。 4 前2,前3,前

4,前5

加工学実験、機械力学実験、材料学実験、材料力学実験、熱力学
実験、流体力学実験、制御工学実験などを行い、実験の準備、実
験装置の操作、実験結果の整理と考察ができる。

4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15

実験の内容をレポートにまとめることができ、口頭でも説明でき
る。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 100 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


